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１．道路貨物運送業の概況

①トラック運送事業の経営環境（出典：日本トラック協会/日本のトラック輸送産業現状と課題20204）

・トラック運送事業の市場規模は年間約20兆円

トラック、鉄道、外航海運、航空、倉庫など、わが国の物流事業全体の市場規模はおよそ30兆円です。
このうち、トラック運送事業の市場規模は、令和3年度において19兆6,511億円で、物流市場全体の64.7%を

占めています。
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１．道路貨物運送業の概況

②トラック運送事業の規模別事業者数
・一般貨物自動車運送事業の９９％以上が中小企業

中小企業基本法では「資本金3億円以下又は従業員300人以下」の企業を中小企業と規定していますが、
これによると、一般貨物自動車運送事業者の99％以上が中小企業ということになります。
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１．道路貨物運送業の概況

③規制緩和以降、事業者数は1.5倍に
・輸送需要が伸び悩む中で業者間の競争激化

平成2年の貨物自動車運送事業法施行以降、トラック運送事業の規制緩和によって新規参入事業者が急増し、平成
19年度末には1.5倍以上の6万3千者を超えました。しかし、輸送需要が伸び悩む中で事業者間の競争が激化状況に。
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１．道路貨物運送業の概況

④典型的な労働集約型産業
・輸送コストの中で人件費比率が最大

全日本トラック協会が毎年公表している「経営分析報告書」に
よると、運送コストの中に占める比率が最も高いのが人件費で、
トラック運送事業は、典型的な労働集約型産業といえます。

さらに「2024年問題」への対応とあわせ、最近の運転者不足
のために人件費が上昇し、令和4年度の全国平均では 37.4％ に
のぼるなど、約4割で推移しています。次いで、燃料油脂費が高
く14.7％となっており、3年間連続で上昇しています。
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１．道路貨物運送業の概況

⑤トラック・ドラーバーの賃金水準と年間労働時間
・長時間労働/低賃金

厚生労働省の統計によると、道路貨物運送業の賃金水準は全産業平均に比べて低い水準で推移しています。
その一方で、トラック・ドライバーの年間労働時間は、全産業平均と比較して長時間となっています。
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１．道路貨物運送業の概況

⑥少子・高齢化の進展と若年労働力不足
・50歳以上が４９．７％を占める

総務省の調査によると令和5年現在、トラック運送事業に従事する就業者数は全体で約201万人、このうち
ドライバー等輸送・機械運転従事者数は約88万人と横ばいで推移しています。

また、トラック運送事業を含む自動車運送事業は、中高年層の男性労働力に強く依存しており、令和5年
においては、40歳未満の若い就業者数は全体の24.9％である一方で、40歳以上50歳未満が25.4%、そして
50歳以上が49.7%を占めるなど、高齢化が年々進んでいます。

さらに、女性の比率については就業者全体で20.4％、輸送・機械運転従事者では3.4％と依然として低い
状況にあります。
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１．道路貨物運送業の概況

⑦燃料価格の動向
・平成20年をピークに原油価格の大幅な変動

国内の軽油価格は、平成20年をピークに原油価格の大幅な変動とともに大きく変化しています。
特に、ウクライナ情勢の長期化を受けて、軽油価格の高止まり状況が続いています。
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１．道路貨物運送業の概況

⑧トラック運送事業の「働き方改革」への取り組み
・令和6年4月からは、時間外労働時間の上限規制960時間の適用

労働基準法改正を含む「働き方改革関連法」が、平成30年6月に成立しました。
これにより、令和6年4月からは、自動車運転業務における時間外労働の上限規制（年960時間）が

適用されました。
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１．道路貨物運送業の概況

「物流の2024年問題」の解決へ向けて

・ITC活用の推進と現状

国土交通省は令和元年に、トラック運送事業の生産性向上等に資する手引きとして、ITツールの機器ごとの導入
効果やITツールを活用した長時間労働改善等に向けた取り組みを紹介する「中小トラック運送業のためのITツール
活用ガイドブック」を作成・公表しています。

しかし、『道路貨物運送業が効率的に利益を上げるための生命線である配車計画については、熟練したベテラン
の担当者が長年の経験に基づく“勘どころ”を頼りに策定している現場も少なくない状況で、こうした業務の属人化
が現場の問題点として浮上しているという、調査結果となっています。
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２．宮城県内の道路貨物運送企業顧客の共通課題

① 収集運搬業務全体がベテラン社員の経験に依存している状況

 が続いており、紙ベースの手作業が多く、人手が足りない中で

 の業務負荷が大きい

② 配車計画やルート作成はベテラン社員の「特殊業務」となり

システム化が実現できず後進の育成も図れていない

③ ドライバー不足の状況下で2024年問題対策が求められる

燃料費の高騰もあり採算が取れない収集ルートが多発する

■再資源等の収集運搬業務における企業顧客4社の共通課題
※弊社受託開発事業の建設廃材、非鉄金属・アルミや廃タイヤなど再資源の

 収集運搬と中間処理を事業とする宮城県内企業顧客4社の共通する経営課題
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３．本事業の目的

①収集指示書を基にしたルート最適化による自動  
配車計画で作業負担軽減と作業時間短縮へ

②スマホ・タブレットによる収集ルート確認やナビ
 機能活用、収集伝票電子化等で働き方改革へ

③ 収集作業均等化や効率化で2024年問題対策
とコスト削減・ＣＯ２削減へ

■収集運搬事業者のニーズに対応するＡＩを活用したルート最適化による自動配車システム
（仮称：『収集運搬ＤＸシステム』）の早期製品化

収集運搬事業者のニーズに対応した製品化内容
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４．『収集運搬ＤＸシステム』の概要：全体構成

■ＡＩを活用したルート最適化による自動配車システム（仮称：『収集運搬ＤＸシステム』）の構成
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５－①国内最高峰のアルゴリズムで圧倒的な計画精度と実用性を実現したルート最適化を提供
（例: 米国の全主要都市を一度ずつ訪問する最短ルート探索）

５-①．連携する『Loogia』について
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５．連携する『Loogia』について

５－①国内最高峰のアルゴリズムで圧倒的な計画精度と実用性を実現したルート最適化を提供
（例: 米国の全主要都市を一度ずつ訪問する最短ルート探索）
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５－②『 Loogia』開発元の株式会社オプティマインド会社概要

５．連携する『Loogia』について

『Loogia』の導入実績：導入企業累計200社超

（代表的な導入企業様）
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５．連携する『Loogia』について

５-③『Loogia』API連携による開発の目的

再資源の収集運搬企業の共通する経営課題解決に向けたシステム化要件として、ベテラン社員
の経験依存となり長年システム化が実現できていない「何トン車」を「何台」で「どの収集先」
に「どの順番」でという配車計画全自動化のシステム開発が課題となりました。

採択された仙台市の「プロフェッショナル人材活用による中小企業の課題解決支援事業」の事
業活動を通し、課題となった配車計画全自動化のシステム化実現について東北大学に相談をした
際に、名古屋大学の柳浦教授を紹介され、柳浦教授が技術顧問であるオプティマインド社のアル
ゴリズムを利用した全自動配車『Loogia』を紹介いただいた。（R5年3月）

『Loogia』の国内最高峰アルゴリズムで算出されるルート最適化による配車計画の機能や性能、
また、大手企業での導入実績等は他社の追随を許さない差別化されたサービスである。

しかし、配車計画に特化したサービス提供であり、収集運搬業務に必要となる収集指示書の
データ化やドライバーがスマホやタブレットを活用したルート確認や音声ナビ、収集伝票発行
機能や、事務所で収集状況や車両位置の確認をする機能などのカスタマイズ開発は対応してお
らずシステム開発部署を持たない中小零細企業での利活用には限界がある。

そこで、株式会社オプティマンド社に弊社の製品化・事業化への目的や開発内容に理解を求め、
ＡＰＩ連携における技術的支援に必要な契約合意（令和6年5月締結）を得て、『Loogia』と連携
した『収集運搬ＤＸシステム』の試作品開発の取り組みを始めたものである。
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６．『収集運搬DXシステム』の概要

６-①『Loogia』連携によるルート最適化

a).収集依頼を『収集運搬ＤＸシステム』に入力し、『Loogia』と連携可能な収集指示データを作成する

b).『Loogia』で計算された“どの車両”で、“どの収集先”へ、“どの順番”で、の配車計算結果を取り込む

c).配車計算結果から、収集先をピンで、収集順をピン内の数値で、収集ルートを走行経路で電子地図上
に表示させ、配車計画が一目でわかるように表示する
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６．『収集運搬DXシステム』の概要

６-②ドライバー向け収集運搬支援サービス

d).ドライバーのスマホやタブレットに最適化されたルートの確認や収集順にナビ機能が作動する

e).ドラーバーのスマホやタブレットで収集作業完了や収集伝票入力（伝票作成）ができる
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６-③収集作業進捗と車両位置の管理

f).現在の作業進捗状況（収集番号白抜き＝収集完了）を電子地図上に表示できる

g）ドライバーのスマホやタブレット端末のGPSによる車両の位置情報を電子地図上に表示できる

６．『収集運搬DXシステム』の概要



21Copyright © 2024 Techno-wing Co.,Ltd. presentation. All rights reserved

６-④必要なレポートや日報等の作成

h).収集実績表や統計表などの必要なデータをレポート形式で作成できる

i).収集作業完了や収集伝票をベースに作業日報をデータ化できる

６．『収集運搬DXシステム』の概要
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７．『収集運搬DXシステム』試作品の実証方法

７-①実証場所 ：宮城県内の受託開発企業顧客であり共同体である収集運搬企業

■収集依頼受付業務

■代表的な収集物（非鉄・金属・アルミ等）
■収集運搬車両

■配車計画業務
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７．『収集運搬DXシステム』試作品の実証方法

７-②実証方法：収集実績ルートと『収集運搬DXシステム』のルート最適化による効果比較の実証

a).共同体企業の一定期間の収集運搬業務に関する事務作業時間の測定

b).上記一定期間の収集実績を『Loogia』に手動設定し、総走行キョリ・総走行時間の
計算結果を取得する

c).試作品『収集運搬ＤＸシステム』活用による収集運搬業務に関連する事務作業時間
と上記a)の事務作業時間比較による時間短縮効果及び操作性・実用性を評価する

d).上記b)の収集実績の収集指示書を『収集運搬ＤＸシステム』に入力しルート最適化
による総走行キョリ・総走行時間と、上記ｂ)の収集実績による総走行キリ・総走行
時間による比較を実証評価する
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８．事業目標

①収集指示書データを活用した自動配車計画
 で作業負担軽減と作業時短縮へ
※配車計画は自動化による誰でもできる作業に
※現在の事務作業時間の３０％以上削減

②スマホ・タブレットで収集ルート確認やナビ機能
 による作業支援と収集伝票の電子化へ
※若手（未経験者）単独による収集運搬の実現
※収集作業前の確認作業時間の70%以上削減

③ 作業の均等化や効率化で2024年問題対策
とコスト削減・ＣＯ２削減へ

※作業の均等化で残業時間５０％以上削減
※燃料費等収集コスト15％以上削減

本事業『収集運搬ＤＸシステム』の試作開発及び実証評価による事業目標
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９．本事業の実施スケジュール

No 作業項目 R6年７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 R7年 1月 2月 ３月

1 本事業内容の確認

2 試作品開発要件・仕様の定義

3 試作品開発環境構築・整備

4 試作品開発

『Loogia』API連携

『収集運搬DXシステム』による作業指示書入力

『収集運搬DXシステム』による自動配車計画

『収集運搬DXシステム』によるドライバー向け収集支援サービス

『収集運搬DXシステム』による収集作業進捗と車両位置の管理

『収集運搬DXシステム』による必要なレポートや日報等の作成

5 試作品のテスト及び改修

6 実証評価

　実証評価環境の手配・構築

　実証用・収集先・車両・担ドライバー等のデータ整備

　共同体企業の収集運搬に関連する総実作業時間の把握

　共同体企業の収集運搬実績ルートの把握

　共同体企業の収集運搬実績ルートのLoogiaによる”手動”実績計算

　共同体企業の収集運搬実績総走行キョリ・総走行時間の算出

　操作説明等による共同体の実証評価環境整備

　★試作品『収集運搬DXシステム』活用による操作性・実用性の評価

　★試作品『収集運搬DXシステム』を活用した最適化ルートによる効果測定

7 業務適応上の課題抽出と対策

8 実証報告
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１０．具体的な実証評価方法

a). 共同体企業の収集運搬業務に関する受付から配車計画の作業時間の把握。
（令和5年11月21日、68件分の収集依頼）

b). 上記収集実績ルートを『Loogia』に手動設定し、収集実績ルートによる
総走行キョリと総走行時間の計算結果を取得。

c). 試作品『収集運搬ＤＸシステム』の活用による収集運搬業務に関連する
入力作業等の作業時間と上記a).の作業時間比較による作業時間短縮効
果及び操作性・実用性の評価。

d). 収集実績ルートの収集指示書を『収集運搬ＤＸシステム』に入力しルート
最適化による配車計画計算と、上記ｂ).の収集実績ルートによる総走行キョ  
リや総走行時間による比較の実証評価。

◎共同体における過去（令和5年11月21日）の収集作業実績と
◎『収集運搬DXシステム』活用によるのルート最適化による収集作業計画との

作業時間や走行キョリ比較による作業効率化の効果測定（実証評価）を実施した。
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1１．実証評価結果

1１-①共同体における過去（令和5年11月21日）の収集受付～配車計画の測定作業時間

作業時間
3名で延べ16時間

■収集依頼受付業務（68件） ■配車計画業務（手書きによる指示書作成）

10-②『収集運搬ＤＸシステム』活用による収集依頼受付から配車計画の測定作業時間

作業時間・・10時間
35.7%作業短縮
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1１．実証評価結果

収集実績ルートを『Loogia』に手動設定し、収集実績ルートによる
総走行キョリと総走行時間の計算結果を取得。

1１-③共同体における過去（令和5年11月21日）の収集作業実績

車両台数・・・8台
・総稼働業時間

60時間32分・・7時間49分/1台平均
・走行時間

35時間32分・・4時間26分/1台平均
・走行キョリ

1039.34Km・・129.92Km/1台平均
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1１．実証評価結果

1１-④試作品『収集運搬ＤＸシステム』活用による前項③収集実績の
ルート最適化による自動計算結果

車両台数・・・７台
・総稼働時間

49時間47分・・7時間49分/1台平均
・走行時間

25時間47分・・3時間41分/1台平均
・走行キョリ

  902.66Km・・128.95Km/1台平均
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1１．実証評価結果

1１-⑤試作品『収集運搬ＤＸシステム』活用によるルート最適化による効果測定結果

総稼働時間：
10時間45分（17.7%）作業短縮

走行働時間：
9時間45分（27.4%）作業短縮

走行キョリ：
136.68Kｍ（13.1%）作業短縮
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1１．実証評価結果

1１-⑥管理者（収集依頼受付から配車計画）による試作品活用の実証

収集依頼受付入力によりルート最適化の自動計

作業状況や車両位置を確認する動態管理
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1１．実証評価結果

1１-⑦収集作業者（ドライバー）による試作品活用実証
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1１．実証評価結果

1１-⑧実証評価における共同企業体の意見（管理者）

自動配車及び自動ルート作成機能（管理者）

・収集依頼入力の操作にも慣れ配車計画までの作業時間が大幅に短縮
   できた。
・収集作業の総稼働時間や総走行距離が想定以上に短縮できた。
・自動配車、ルート作成された作業完了時間が全車両ほぼ同じ時間と

なり、収集作業時間の短縮だけでなく残業時間の削減につながった。
・管理者向けシステムの操作性や、動態管理の見やすさなどは大変良い。
・住所から座標データを取得したことで、入力した住所と電子地図の

表示位置にズレが生じた件数が想定以上に多かった。
・一度収集ルートの自動計算をすると再計算は管理者側でしかできな

いが、収集作業者の端末でも再計算できる機能が欲しい。
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1１．実証評価結果

1１-⑧実証評価における共同企業体の意見（収集作業者）

自動配車及び自動ルート作成機能について 
・実際の収集住所と電子地図表示のズレがある。
・収集地点のズレが発生するので、タブレットやスマホだけでの収集は難しい。

（紙の指示書を無くせない）
・収集作業者用の端末でもルートの再計算ができるようにして欲しい。

タブレット（アプリ）の操作性・使用感 
・タップする回数が多いのでもっとシンプルな入力にして欲しい。

（文字の大きさも工夫して欲しい）
・収集伝票入力の収集物選択方法をもっと簡単に出来るようにして欲しい。
・２つのアプリを切り替えるのでは無く、１つのアプリで操作できるように

して欲しい。
・タブレット上で他の収集作業状況を見れるようにして欲しい。
・収集作業が完了しても収集順の番号が消えないようにして欲しい。
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1２．成果に基づく今後の事業展開

１）試作品の改良（実証評価の意見を基に試作品の改良）
①収集地点の緯度経度データのズレ調整（受付時の座標チェック機能）
②最適化ルート自動作成後のルート順の手動変更機能
③複数の収集品があるある場合の一括完了ができる簡潔な操作方法
④他車の作業進捗状況の共有機能

２）改良後の試作品による実証評価
① 前項改善案をベースに試作品の改良を行い再度共同体企業での実証評価

（令和7年４月予定）
③自治体における収集作業での実証評価（令和7年5月予定）

３)製品化（宮城・山形・福島県内の収集運搬企業を中心の営業活動へ）
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